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はじめに

天皇が即位儀礼に臨む際に即位印明を伝授 され、高御座でこれを実修する即

位灌頂の歴史は、古くは平安時代の後三条天皇に始ま り、鎌倉時代の伏見天皇

の即位儀礼以降、定着 してい く。これは、十二世紀か ら十三世紀後半にかけて

天皇の存在意義が、いわば密教 によって秘伝化 した ことを意味す る。また、即

位灌頂の世界観 をになったのが寺家のなかで伝承 されていた即位法である。即

位法は、密教によって天皇の神話的起源や存在意義を説明す るものであった。

そ して、この灌頂儀礼は、天皇即位のみな らず、中世における諸芸や諸道 を秘

儀伝授す る儀式 として も行われていたのであ る。

中世における秘儀伝授 の方法 として第一に挙げられるのが灌頂である。諸芸

や諸道が伝授 される際に灌頂儀礼が行われた ことについては、すでに、西 山松

之助氏が 「究極位 に至 る証 として、印信 と呼ぶ相伝状が与えられたのであるが、

このような灌頂式 と印信はその精神 ・形式 ・内容において、後世の芸能諸流が

行った秘技相伝の原型 である」(p.147)と され、このよ うな秘技相伝の相伝体

系の整備によって、 「家芸の独占化」が行われ、「秘技相伝 を文化伝承の型 とす

るあらゆる文化領域に波及 していった」(p.148)と い われている1。灌頂 とい う

特別な伝授 の方法 は、各諸芸や諸道の家々が 「究極位」や 「独 占」を目指す過程の

なかで形式化 したもの と理解できる。また、熊倉功夫氏によると灌頂儀礼が仏

教界を離れて秘伝が成立するのは、平安後期 であるといわれている2。 しかし、

宗教界を離れた灌頂儀礼であっても、師資相承 による血脈が作 られた り、印可

や印信 を与える形式が用い られたことから3、灌頂の際の秘儀(技)伝 授 に関連

1西 山松之助 「家元の種類とその先行形態」(『家元の研究』吉川弘文館
、1982)参 照。

2熊 倉功夫 「秘伝の思想」(『 大系仏教と日本人7芸 能と鎮魂』春秋社
、1988)参 照。

3た とえば
、琵琶灌頂には、「琵琶血脈」が存在し、伝授状には 「右曲説々深蜜之旨、奥秘

之趣、先賢殊賞之重之甚、於他曲或灌頂門弟未必許之、秘中深蜜々中深秘矣」(応永廿
一年二月廿四日付、栄仁法親王から今出川公行に伝授された 「慈尊万歳楽」(「崇光院

御伝授状」)というような文言が付せられている。この形式は、灌頂儀礼の際に発給さ

れる印信の末尾に登場する文言と同様、秘説の他言を禁止する旨が記されていることか

ら印信に相当するものであると考えられる。
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す るこれ ら一連の形式は、秘密排他的であった とともに、伝承や師資相承の系

譜 を対外的に示す ものであったとい える。

しかし、灌頂 を一っの 「文化伝承の型」 として評価する前に、密教 と本来は

関係のない諸芸や諸道において、なぜ、灌頂 とい う一連の形式が行 われ、「究極

位に至る証」や 「家芸の独 占化」の儀礼 となったのであろ うか。また、そのよ

うな 「文化伝承の型」 としての一連の形式が、天皇の即位灌頂でも用い られて

いたことから、灌頂 とは、中世社会で共有 されていた何 らかの意義を有 したも

のであったと考えられる。

以上 に示 した灌頂 の際に伝授 され る秘伝や秘説 と深 く関わり合っていたもの

に、「中世 日本紀4」や 「中世神話5」 などの神話が挙げられる。二つは共に密教

的な世界観 によって 「日本紀」が解釈 されたものである。そ して、公家や寺家

は、これ らを秘伝 とする一方で、灌頂儀礼やそれに関連す る神話を創 出してい

ったことから、「中世 日本紀」や 「中世神話」は、神話創出の母体 となった り、

また、何 らかの社会性を帯びた言説であった と考えられ る。よって、本稿では、

まず、公家 と神話、諸芸や諸道 と密教 との関係を考察することにより、中世 日

本にお ける灌頂儀礼の社会的一機能について論 じたい。

第1章 「中世目本紀」の社会的展開

(1)「 ようつの道」 と神代

1972年 、伊藤正義氏によって 「中世 日本紀の輪郭」(『 文学』vol.40)が 発 表

されて以降、中世における 「日本紀」の問題は、和歌解釈 のみならず 「中世 日

本紀」 とい う概念その ものが構築す る世界観や、密教的解釈による 「中世神道

説」 との関わ りが論 じられ るよ うになった。伊藤氏は 「歌学 と、 日本紀注 と、

神道説の融合 した中世の神代紀のすがたは、だから決 して単一ではあ り得ない。

とともに、いっ しか 日本書紀原典 とは大 きく隔たった、いわば中世 日本紀が形

成 されているのである」(p.30)と して、これ らの言説群を位置づけ、「中世 日

本紀」 とい う大きな枠組み を提示 された。その後、90年 代 に入 り、 「中世 日本

紀」や 「中世神道」を包括す る 「中世神話」とい う概念が新たに登場 し6、中世

の宗教理念 として密教によって彩 られた 「中世神話」が大きな意味を有するよ

うになった7。

4伊 藤正義 「中世 日本 紀の輪郭」(『 文学』
vo1.40、1972)に よって提 示 された 日本紀 注の総体

的概念。
5山 本ひ ろ子 『中世神 話』(岩 波書店

、1998)で は、『日本 紀 』神代 巻 を本説 とす る中世 日

本 紀 、 中世神道 、本 地物 語 な どを 「中世神話 」 として概念 化 して いる。
6山 本ひ ろ子 『中世神話』前 掲注(5)書

。
7斎 藤英 喜 『読 み替 え られ た 日本神 話』(講 談 社

、2006)で は、 「中世神 話 」の み な らず 、
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これ らは、政治的なイデオロギー装置 として解釈 される傾向が強く、斎藤英

喜氏が 厂中世 日本紀の、その奔放なまでの神話の読み替え、神話創造のムーヴ

メン ト(運 動)は 、近代的なイデオ ロギー とい う枠組みではとらえ られ ない可

能性 を 『日本神話』 のなかに発見 しうる、重要な知の現場」(p.137)と 指 摘 さ

れたように8、 「中世 日本紀」が歴史の表舞台に登場 したのは、「歴史的な視点が

つい陥 りやすい」(p.137)と い われた、「顕密仏教9」 のイデオ ロギー要素 として

であった。 これ らの言説をイデオロギー要素 としてではなく捉 え直すために、

まず、和歌の注釈か ら生み出された 「中世 日本紀」 と中世社会 との関連性を追

究す ることか ら始めたい。

そのために、本節では、まず、和歌 と 「日本紀」の関係 を確認 し、その後、

これ らの うち、いかなる世界が社会的に連続 し、展開する可能性があるのかに

ついて考察 したい。

次に示すのは、『古今和歌集』(以 下、特別な場合を除き 『古今集』 と称す)

仮名序である。まず、この序文か ら、和歌 と神代 とつなが りを確認 したい。(文

中の(漢 字)は 引用者 が付 した)

(天 地)
この うた、あめつ ちの、ひ らけはじま りける時よ り、いでにけ り。 しかあ

(下 照 姫)
れ ども、世につたはることは、ひ さかたのあめにしては、 したてるひめに

く 　 ま 　 　 ラ

は じま り、あ らがねのっちにしては、すさのをのみ ことよりぞ、お こ りけ
　 　　

る。ちはやぶる神世には、うたのもじもさだまらず、すなほに して、 事 の

心 わきがたか りけ らし。 ひ との世 とな りて、す さのをのみ ことよりぞ、
く　 　 　 ラく　 　 　 　 　 　 　ラ

みそも じあま り、ひともじは よ みける。(『 古今和歌集』仮名序lo)

仮 名序 における神話的世界 は 「あめつ ち」の二元的世界によって構成 されて

いる。つま り、天上における 「神世」 と地上 における 「人の世」である。 この

二元的な世界は、「うた」が天上か ら地上へ連続 しなが ら伝承 されたことを示 し

ている。 さらに、「すさのをのみ こと」が 「みそ もじあまり、ひ ともじはよみ」

とい う形の歌を登場 させた とされている。これにより、 「地上」における和歌の

伝承譜が、神代の 「す さのを」に起源す るもの として描かれている。

しか し、次に示す 『七十一番職人歌合』序 は、和歌を神 が伝承 してきたとい

古 代 か ら近現代 に至 る までの 広 いスパ ン のな かで、 文脈 を 自在 に形 成す る 「日本神 話 」

の姿 を捉 え、 中世神 話 が中世 で のみ終 止符 を打 つ もので はな い こ とを鮮 明 に してい る。
8斎 藤英喜 『読み替 えられ た 日本 神話』前掲 注(7)書

。
9黒 田俊雄 「顕密 体制の展 開」(『 黒 田俊雄 著作集』第二巻

、法蔵館 、1994)所 収。
loテ キス トは

、佐伯 梅友 校注 『日本 古典 文学 大系8古 今和 歌集 』(岩 波 書店 、1958)所 収

本 を使 用。
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う伝承譜 は継承せず、仮名序の神話世界 を踏まえつつ、さらに新 しい展開を見

せているのである。 この 『七十一番職人歌合』 とは、明応九年(1500)末 頃の

成立 と考 えられてい るものであ り、公家が仮託 した各種の 「職人11」 や 「職能
つがい

民12」が左 と右に分かれ て 番 を作 り、それぞれが題 目に即 した和歌 を詠み、左

右の どちらが優れているかが判定 される、 とい うものである。

天地ひ らけし時、逆鉾のくだれ りけるより、道を玉鉾 と名づけて、ようつの

道をたてた り。 ことに歌をやま とと名づけて、わがくにのことわ ざな りけれ

ば、神の道 にもか よひ、人の心をもやは らげければ、金殿の光ことなるみぎ

り、をうかな る草の筵 にも心をのべけるあまり、その道 をかた どりて、をの

/＼ 左右をわかちて歌 を合侍へ り。題 は月 と恋を出 して、衆議 にて判 じける

なるべ し。い と興あ りにけるにや。

(『七十一番職人歌合』序13)

この 序には、『古今集』仮名序 と同様の 「天地」の二元的世界 と、その 「天」

から 「地」を結びっける 「道」(「 玉鉾」)が 作 られ、 「をうかなる草の筵」 とい

う三つ 目の世界が登場 している。すなわち、『古今集』仮名序の二元的な世界が

『七十一番職人歌合』序文に引き継がれなが らも、変容を遂げていることがわ

かる。

伊藤正義氏が先の論文のなかで、厂古今集の仮名序は、最もはやく、したがっ

てまた最も権威 ある和歌源流史であ り、古代和歌史であった。だか ら 『あめつ

ちのひ らけはじま りける時よりいで』来た歌の歴史 を跡づけようとす るとき、

日本書紀、さらに神代紀が重視されるのは必然であったろうし、さらに古語 、

故事に関連 して、万葉集や古今集の注釈が 日本紀に負 う部分 は多かったのであ

る」(p.29)と 論 じられた ように、『日本書紀』の神代巻が中世的変容 を遂げた

原初に 『古今集』仮名序を位置づけることができるのである。また、和歌の解

ll中 世における 「職人」は
、現在考えられている手工業者を中心とする意味とは異なるた

め、本文中で使用する場合は、「 」を付す。あるいは、「道々の輩」という史料用語に

代替させることもある。本文で 「職人」と示す時は、テキストのタイトルに従ったもの

か、現在的な意味も含む意味で使用した場合に限る。
12本 稿で使用する 「職能民」は

、「職能」を社会や組織の中で一定の役割を前提にした用

語であることを踏まえた上で、職人の社会的役割を含む意味で使用した。「職能民」と

いう言葉を歴史学的に使用したのは、網野善彦氏である。網野氏は、職人や職能民を 「非

農業民」や 「百姓」の活動形態などとの関連させているが、本稿では、少し視点を変え

て、公家社会との関連で 「職人」や 「職能民」にっいて取り上げている。
13本 テキストは

、岩崎佳枝校注 『新日本古典文学大系61七 十一番職人歌合 ・新撰狂歌集
・古今夷曲集』(岩波書店、1993)所 収本を使用。
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釈学が進 んだ中世においては、歌学 自体が 厂神話14」 と調和するもので あった

と考 えられる。それは和歌そのものを理解す る手段 として存在 していたと同時

に、和歌 を詠 じる行為の根拠に、「神話」による裏付 けを必要 としたことも読み

取ることができる。

この時代における 「中世 日本紀」は、従来、主に、「中世神道」の書や密教 と

の融合について取 り上げられ ることが多かったが、『七十一人職人歌合』序文の

なかで、詠み手に仮託 された 「職人」がや は り 「神」との関係 を有す ものとし

て一括 されてい る点は、「神話」の社会的展開の一つ として見出す ことができる

のではないか。そ して、それ以前に成立 した 「職人歌合」に登場する 「職人」

も併せて、なぜ 「神話」に職能を意味する 「道」が新 しく作 られたのかを追究

することにより、中世における天皇や職能 との神話的関わ りが明 らかになると

考え られる。

(2)「 道 々の輩」 と和歌

「職人」や 「職能民」である 「道々の輩」に公家が 自らを仮託 して歌を詠む

「職人歌合」の うち、『東北院歌合』や 『鶴岡放生会歌合』が十三世紀後半に、

『三十二番歌合』 と 『七十一番職人歌合』が十五世紀後半に成立 したとされて

いる15。っ ま り、 この ような 「職人歌合」の形式 と、 これ ら 「道々の輩」 をま

とめて描いた絵画の成立は、鎌倉時代に起源することになる。 「職人歌合」とは、

実際の 「道々の輩」はその場に存在 していないが、彼 らに自らを仮託 した公家

たちが集い、 「道 々の輩」を詠む行為のことであ り、公家の立場か らの擬似的な

「職人」や 「職能民」としての 厂道々の輩」の世界 を形成 しているといえよう。

兵藤裕 己氏は、「和歌をヨム」行為を、「私たちの地域的 ・階級的な差異を不

断に解消 させて、抒情 ・感情のレベルで"日 本"と い う共同性を幻想 させてき

た仕組み」(p.180)と し、「和歌をヨムとは、その ヨム行為において、ヨミ手の
アイデンティファイ

個的な心 ・体験の表出を、和歌世界の共同性に転位す る 自己同一化する行

為である」(p.198)と している16。 「職人歌合」 とい う行為は、つまり、"日 本"

とい う 「抒情 ・感情」のレベルではなく、仮託 による 「道々の輩」世界の 「共

同性を幻想」す る行為 として、公家が、 「職人」たちを自分たちの価値観 によっ

て読み替えるものであった と考えられ る。

また、兵藤氏は、 「『古今集』の勅撰 とは、要す るに貴族社会の共同性が、天

皇の名において一元的に規範化 されたことを意味している。そこに 『古今集』

14本 稿で 「神話 」 と称す場合
、 「日本 紀」をは じめ、 「中世 日本紀」や 「中世神話」 を含む も

の とす る。
15岩 崎佳枝 『職人歌合』(平 凡社、1987)参 照。
16兵 藤裕 己 「和歌 と天皇 」(『 王権 と物語』青 弓社 、1989)

183



松本 郁代

編纂 の、たんなる作歌の手本 などではない、もっとも重要 な政治(=祭 祀)的

意義は考慮 されなければならず、また表現史的には、ほん とうの意味での 〈和

歌〉の成立の問題」(p.198)と して、「和歌をヨム」行為によって生 じる公家社

会の共同性そのものに何 らかの政治性 が含まれていることを指摘 された。

「職人歌合」の場 において、擬似的な 「職人」世界が形成 された背景 には、

兵藤氏が指摘 されたように、「和歌をヨム」行為によって 「共同性を幻想 」する

とい う一種の公家社会に特有な役割が存在 していたのではないか。そ して、自

ら仮託 した 「道々の輩」の立場 を詠み合 うことでこれ らを共有 し、和歌 を介 し

て彼 らの存在 を政治的に認 める歴史的文脈が存在 していた と考えられ る。

また、 「道々の輩」以外では、実際にその場にいなくても登場する人物 として

「天皇」が挙げられ る。『七十一番職人歌合』序文に 「金殿の光 ことなるみぎ り、

をうかなる草のむ しろにも心をのべけるあま り」 とい う一文が登場 している。

この 「金殿」とは、天皇のことであ り、具体的には後柏原天皇の践祚を意味す

るとされている17。そ して、この 「をうかなる草の筵」 とは、『三十一番職人歌
く　ラ

合』序の一文である 「こ 》に我等卅余人、賤 しき身、 しな同 じきものか ら、そ
く 　 エ

のむしろにのぞみて、その名 をかけざること、将来多生の恨な り18」の意味を

踏まえたものであ り、「賤 しき身品同 じきもの」である 「道 々の輩」を指 してい

る。岩崎佳枝氏の解説 によると、『七十一番職人歌合』序文には、後柏原天皇の

践祚 し、天皇の代替わ りによって、世の平穏を期待す る心が人々の間に起 こり、

一種の祝言的な意味 と期待感が込められているのだ といわれ る19。 よって、 こ

の歌合には、天皇か ら 「道々の輩」までの人々が構想 されていることが判明す

るのである。但 し、この天皇は、後柏原天皇であ り、天皇の存在については 「神

話」によって説明され ていない点で、「道々の輩」が置かれている位相 と異な り、

公家と同様の実際的な立場にあるといえる。

よって、 「道々の輩」に仮託 した 「和歌をヨム」行為によって幻想 される 「共

同性」や擬似的世界の うちには、「賤 しき」ものである 「道 々の輩」とも身分的

な隔たりを公家が認 めつつ、神話的次元では、連続性のあるものとして捉 えよ

うとす る実際的な意図 との二重の意識構造を読み取ることができる。また、こ

のような公家社会における二重の意識構造は、中世における擬似的世界の形成

と、公家社会における諸芸や諸道の秘密伝授 とも関係 していたのである。

17岩 崎佳 枝 『職人歌合 』(前 掲注10書)参 照 。
18本 テキス トは、 『群 書類従』二十 八、所収本 を使用。
19岩 崎佳 枝 「文学 と しての 『七十一番職 人歌合』(前 掲注9書)所 収。
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第2章 灌頂と公家社会

「職人歌合」の場における職能 を有す 「道々の輩」や、その祝言の対象であ

った 「天皇」の不在は、すなわち、 「職人」や天皇がその場 に実在 しているとい

う擬似的世界を作 り出 しているものであり、 これは、公家 とい う限られた立場

の人々による歌合 のなかで可能 となった 「共同性」であった。この 「職人歌合」

における 「道々の輩」は、天皇や公家と同 じく 「日本紀」のなかに起源 を共有

する者 として位置づけ られたとい う点で、詠み手 と対象 との間にある身分の実

際的な隔差が起源的に乗 り越 えられてい るといえよう。そ して、「職人歌合」が、

天皇践祚 の祝言 として昇華 されることにより、公家によって作 られた特別な「道

々の輩」の存在が天皇に結びつけられている構造 を読み取 ることができる。

このように、「職人歌合」の序 に表れた 「中世 日本紀」には、身分的な隔差を

公家の立場か ら正当化す る根拠 としての意義があった と考えられ る。 しか し、

これ らは公家社会における 「中世 日本紀」の論理の一つであり、その論理の源

には、「日本紀」が 「中世 日本紀」となり、醸成 され る母体が存在 したと考えら

れる。

順徳天皇(ll97-1242)が 承 久三年(1221)に 著 した 『禁秘抄』は、天皇 とし

ての心得や儀式や作法に関する起源や由来が記 された書である。そのなかで、

天皇の心得 として挙 げられている第一には 「学問」、そ して、第二には次に挙げ

る 「管絃」である20。

第 二管絃、延喜 ・天暦以後、大略不絶事也。必可通一曲。円融 ・一条吉例ニテ

今笛代 々之御能也。和琴又延喜 ・天暦吉例、箏同之、琵琶雖無殊例可然事也。

笙篳篥未聞。笙、後三条院学給、篳篥不相応事也。音曲上古有例、堀川院内侍

所御神楽之時別有此音曲。鳥羽 ・後 白河御催馬楽雖不窮其曲、巳晴御所作云々。

又後 白河今様無比類御事也。何モ只可在御心。笛、堀川 ・鳥羽 ・高倉法皇代々

不絶事也。但箏琵琶何劣哉。和歌 自光孝天皇未絶、雖為綺語我国習俗也。(以 下

略)

本 資料 には、「管絃」として天皇がたしなむべきものとして、和琴、箏、琵琶、

笙、音曲、催馬楽、今様、笛、和歌が挙げられている。これ らの うち、音楽や

和歌に関 しては、密教によって秘伝化 され、灌頂によって伝授 されているもの

がほとんどであることに気づ く。

中世では、広 く秘儀iを伝授することを 「灌頂」 と称 し、特定の芸能や技術 の

伝授 に対 し行 われた。現在のところ確認できる 「灌頂」は、伝法灌頂、結縁灌

20本 テ キス トは
、 『群 書類 従』第二六輯 、所 収本を使用。
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頂など、仏教界における仏弟子生産のためのものをは じめ、寺家や社家 に伝承

されたもの としての、即位灌頂、神祗灌頂、御流神道灌頂、神道灌頂、麗気記

灌頂、 日本紀灌頂21、 諸神灌頂、諸社灌頂、伊勢灌頂、熊野権現灌頂、奥砂灌

頂、素盞烏灌頂、三輪灌頂 、日月星灌頂、光明灌頂、神道遷宮之灌頂、 日輪大

灌頂、三種神器灌頂、最極秘密権現法楽灌頂などが挙げ られ22、 公 家社会にお

いて伝承 された芸能 ・文芸に関わるものとして、琵琶灌頂(啄 木灌頂)23、 箏

灌頂24、 鳳 管(笙)灌 頂25や 和 歌灌頂、入木道灌頂26、 韻鏡灌頂27な どが挙げ ら

れる。

これ らの秘儀伝授は、いずれも仏教儀i礼の一つである 「灌頂」 とい う伝授の

形式 に共通性 をもつ ものである。しかし、諸芸や道の伝授 の際にも、「印信」や

「血脈」などの伝授のための文書形式も用いられていたことか ら、「諸道きはむ

る」伝授の方法 として広 く用い られていたことがわかる。 また、先に挙げた灌

頂儀礼に基づ く秘説の伝承元は、寺家や社家、公家であった ことか ら、中世に

お ける権門のなかで共有 していた 「中世 日本紀」文化圏 とい うものが存在 して

いた と考えられ る。その中で、天皇は、これ らの灌頂 を受 ける対象 として、常

に 「中世 日本紀」のなかに対象化 されていたと考え られる。

そ して、この 「中世 日本紀」を母体 とする秘伝や秘説は、諸芸や諸道の流派

を形成 し、大 日如来を至高尊とする密教世界と融合 してゆく。

第3章 密教と灌頂

(1)琵 琶灌頂と大日如来

即位儀礼において即位灌頂を行った天皇は、多くは 「大日如来」に比定され

21こ れ らは、 「神道灌頂 」と して一括 して考 え られてい るもの である。 「目本紀灌頂」の なか

に、 「日本紀灌頂 」や 「麗気灌頂」や 「神祗灌頂 」が含 まれ てお り、神話 を素材 とす る灌頂

が多 く行 われ た。 なお、 これ らの灌頂 資料の一つ として阿部泰郎編 『仁 和寺資料 【神道篇 】

神 道灌頂印信』(名 古屋大学比較 人文学研究年報 第二集 、2000)が 挙 げ られ る。
22こ れ らの灌頂 については

、前 掲注21書 を参照。
23「 一
、比 巴灌頂ナ ト申事ハ啄木事也 、箏灌 頂ハ水調 ・盤渉調 々子 ヲ申也」(『 愚 聞記 』)と

して、啄木 を伝授 す ることが 「琵琶灌 頂」 とされ 、 「箏灌 頂」は、 「水調 ・盤 渉調 々子」 を

指す場合 があった。 この点 につ いては、磯水絵 「琵 琶秘曲伝 授作法の成 立 と背景」(『 説話

と音楽伝承』 和泉書院、2000、 初 出1983)参 照。
24長 禄二年 九月卅 日 「今 日箏 秘調 〈当流灌 頂〉伝 受奉行隆重朝臣」(「 十三絃 秘曲伝授次第 文

安二年一長禄 四年」)と い う一 文があ る。箏 の秘 曲伝 授が 「灌 頂」 と して捉え られ ていた こ

とを示す。
25「 明応二年鳳 管灌 頂記」(『 続群書類従』 第一九輯上)参 照。
26『 諸家々並記』筆道 には、 「一品宮 よ り、享 和三年三月十九 日、入木道灌 頂御相伝上 有之候

由(以 下略)」 と見え る。
27『 言継卿記 』天文十三年六 月廿三 日条に 「韻 鏡之灌頂之一紙遣之」 と見 える。
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る存在 であった28。 この 厂大 日如来」は、真言密教の最高尊格 にある仏であ り、

天皇はそれ と同等 の力を持っ密教の至高尊 として擬似的な意味を付与 された存

在 であった。

このよ うに、灌頂の理念や世界観か ら明 らかになる 「中世 日本紀」や密教的

世界の共有は、天皇の即位灌頂に留ま らず、他の諸芸や諸道 における灌頂にも

通 じるものであった。

次に示すのは、宮内庁書陵部に所蔵 され 「伏見宮 旧蔵楽書集成」に収め られ

ている 『琵琶灌頂次第』である。このなかの 「先帝王御灌頂次第」は、元久二年

(1205)三 月 、藤原孝道によって撰述 された琵琶灌頂についての口伝である29。本

資料 については、すでに、磯水絵氏や豊永聡美氏による詳細な研究があるため30、

こ こでは詳 しく触れないが、引用したのは、 「灌頂」が密教に密接 に関わるもの

として説明 されている部分である。(説 明の必要上、引用者 によって内容を1～

IVに 任意的に分け、本文 中に下線部を引いた)

1以 吉 日御精進、御行水、御殿のもやに御座 をま うく、御 うしろに御屏風を

立、御座等皆新調なるへ し、きぬ屏風部な とにてもあるへ し、御 しとねを

ま うくへ し、(中 略)か ねて三 日なと御精進 あるへき也、其故は大 日如来最

秘密灌頂な り、故に上天下界諸天善神、悉 を う護せ させ給故也、先許 可あ

るへ し、許可と申すは、曲を授まい らせ て、やかておほえさせまい らす る

也、(中 略)

H御 灌 頂のきしき、御拝、先妙音天、御心 中に其由を可被思食也、次に琵琶、
ヰ ノ マ へ

次に賀茂大明神、管絃の しゆくん神にてわた らせ給よし、申つたへたるゆ

へ也、(中 略)

皿 大方三曲伝授 は皆灌頂 と申す、真言の三部灌頂同事なる故也、(中 略)昔 は

三曲の中に一曲にて も伝へぬれは、血脈 に入て、ひは引にてありけ り、後

28天 皇 の即位 灌頂 にお い て大 日如来 が天皇 に擬 され る点 に
つい ては 、上川 通夫 「中世 の即

位儀i礼 と天 皇」(『 日本 中世 仏 教形成 史 論』 校倉 書 房 、2007)が 、顕 密 主義 を指 向す る

仏教 イ デオ ロギー と して位 置 づ け られ てい る。 松 本郁 代 『中世王 権 と即位灌 頂 』(森 話

社 、2005)で は、 真 言密教 に よって天 皇即 位 を位置 づ けた 即位法 の世 界観 につ いて 分析

した。顕密 主 義 を指 向す る点 につい ては異 論 がな いが 、本 書は 、イデ オ ロギー の解 明で

は な く、 そ のよ うに して構 築 された世 界観 が包 有 して いた 中世的 世界 を見 出そ うと試 み

た もので あ る。
29本 テキス トは

、 『図書寮叢刊 伏見宮 旧蔵楽 書集成』一(宮 内庁書陵部、1989)、 所収本 を

使用。
30磯 水絵 「琵琶秘 曲伝 授作法 の成 立と背景 」(『 説話 と音楽伝承』和泉書 院

、2000、初出1983)、
豊永聡美 「後鳥羽院 と音楽」(五 味文彦編 『芸能の 中世』2000、 の ち 『中世 の天皇 と音楽』
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白河院御時 より、御 さたあ りて、木(※ 啄木一 引用者注)つ たへ さるをは

ぬきて、木伝受 をとりわき灌頂 として血脈 に入 さため られたる也、灌頂の

次第の本説た しかな らす とい えとも、賢縁 ・院禅な としきをっ くりたるよ

し、(中 略)

IV琵 琶は妙音天三摩耶形なり、曲又本尊の三摩地なり、大日如来最秘密の深

法なるかゆへに、殊に秘すべ き道也、諸道きはむ るをは灌頂 と申す、おか

しき事也、真言よ りことおこ りて、ひは ㌧子細あるによ りて、三曲相伝灌

頂 と申へき也、かきあ らはす におよはす、口伝あるへき也、

1は 、灌頂を行 う場の設営についての説明である。下線部には、三 日を精進

すべきとあるのは、「大 日如来最秘密灌頂」であるか らとして、ここにも至高尊

である 「大 日如来」が登場 している。そして、1工では、妙音天、琵琶、賀茂大

明神に拝礼する旨の灌頂の次第が記 されている。 これ らは、琵琶灌頂のいわば

本尊 となるものである。さらに、IIIでは、三曲伝授 されることが 「灌頂」 と称

され、「三部灌頂」と同様の意味を指す と説明されている。この 「三部灌頂」と

は、おそ らく、金剛界、胎蔵界、蘇悉地の三部を指す と考えられ る。 また、昔

は三曲の うち一曲でも伝授 された ら、琵琶弾きとして血脈 に入ることができた

が、後白河院の時 より、三 曲のなかで も特に 「啄木」を伝授 され ることが 「灌

頂」を意味す るよ うにな り、それによって 「血脈」に連なるのであるという。

そ して、これによ り、賢縁やその弟子の院禅 による妙音院流の相承ができたの

であると説 明されている。

IVに は、琵琶が 「妙音天」の 「三摩耶形」を意味 し、これは、「曲」や 「本尊」

の 「三摩地」を示 しているのであるとい う。「三摩耶形」とは、仏や仏菩薩の誓

願 を表すための持物であり、 「三摩地」とは、悟 りに入る境地を意味することか

ら、妙音天 の持物 としての琵琶そのものが、曲や本尊である妙音天の 「三摩地」

を示 してい るとい うことになる。そ して、これが、「大 日如来最秘密の深法」で

あるのだとい う。

続 けて 「諸道きはむ るをは灌頂 と申す」として、「灌頂」の意味が定義 されて

いる。その上で、改めて、この 「琵琶灌頂」を 「三曲相伝灌頂」 と称す のであ

るとし、これ らは口伝でのみ伝えられ るものであるのだとい う。

この灌頂のなかでは、 「大 日如来最秘密灌頂」であるとしなが らも、即位法の

ように、「大 日如来」が本尊 となるよ うな形で、「妙音天」 と同体化 されていな

い。琵琶灌頂が 「大 日如来」の 「最秘密灌頂」であるとされたのは、琵琶灌頂

の理念が真言密教によって解釈 されているためである。 このよ うに琵琶灌頂に

吉川 弘文 館、2006)参 照。
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登場する 「大 日如来」の存在か ら、琵琶の曲伝授は密教 と直接 関係す るもので

はないが、灌頂の際には、密教による理論が琵琶の秘 曲伝授を支えていたとい

える。換言すれば、中世における 「大 日如来」とは、密教界のみな らず、 「諸道

きはむる」世界に通用す る尊:格であったのである。

(2)和 歌灌頂 と三部 曼荼羅

厂大 日如来」は、琵琶灌頂以外にも、和歌灌頂にも登場 している尊:格で もあ

った。ただ、資料 とす るテキス トの性質が前節で取 り挙 げた 「琵琶灌頂」 と異

なるため、これ らの灌頂の内容 を直接的に比較できるものではない。 しか し、

諸道の灌頂 における 「大 日如来」の位置を考察する上では、一つの資料 として

考 えられるため、以下 に示 して考察 したい。

『日本古典偽書叢刊』第一巻には、『和歌古今灌頂巻』『玉伝深秘巻(抄)』 『伊

勢物語髄脳 』『伊勢所生 日本記有識本性仁伝記』『伊勢物語見聞書抄』『長 明文

字鑠』が収録 されてい る。 これ らは、撰者を空海や在原業平、藤原定家、鴨長

明に仮託 した中世の和歌灌頂に関す る書物である。その うち、次に示す 『古今

和歌灌頂』は、密教に よって解釈 された和歌灌頂 の場面が説明 されているもの

である(説 明の必要上、引用者が内容 を1～Hに 分けた)。

1一 和歌に、三 曲あ り。ア ・バ ン ・ウンの三字な り、*は 胎蔵、*は 金剛、

*は 蘇悉地の大 日といふな り。真言の秘々な り。胎金共に、はなれず して、

然かも、各別の名あ り。これ即ち我等が一心な り。真言の秘肝なる故 に、こ

れを略す。これまた、歌に和 らぐる時は、胎蔵は歌の実意、金剛は歌の言意、

アは即ち吾等の体、これまた、歌の花言な り。然れば、蘇悉地 とこれを表す

か。(中 略)

Hそ もそも、大 日摩訶毘盧遮那仏とは、これ虚空遍法界の大なり。またいふ、

常住三世浄妙身 とも、周遍法界摩訶盧遮那 とは吾身 、々々即ち法界、々々則

ち吾身なる問、一切皆な大 日の姿たるなり。大 日をば、周遍法界の大 といふ

な り。知るべ し。大 日即ち歌菩薩、々々即ち人丸、々々即ち歌な り。大 日同

体 にしてへだてなし。然るに、歌の風、外にあらざれ ば、身をすてて、いつ

くをたつぬべき。本 より胸に住せ り。口を出るの歌、即ち歌菩薩、々々即大

日遍照の化性な り。

1に は、和歌に 「三曲」あ りとして、この 「三曲」が金剛界 と胎蔵界 と蘇悉

地がそれぞれに比定されている。これは前節 に示 した 「琵琶灌頂」における 「三

部灌頂」 と同 じ密教解釈である。そ して、胎蔵界 と金剛界が不二であるとい う
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思想や、歌には 「実意」、「事言」、「体」が示 されている とし、歌を密教でい う

三密の身口意に比定 している。そして、Hは 、和歌灌頂 における 「大 日摩訶毘

盧遮那仏」すなわち、「大 日如来」の意義が説明されている部分であ る。すなわ

ち、この大 日如来が 「歌菩薩」としての 「人丸」(柿 本人麿)で あるとい う。こ

の 「人丸」は、また 「歌」であるとし、それぞれが 「大 日同体」であるとい う。

この和歌灌頂では、本尊である 「人丸」が、 「大 日如来」と同体であるものとし

て位置づけられている。そ して、さらに 「口を出るの歌」が 「歌菩薩」であ り、

それは、「大 日如来」の 「化性」であると説明されている。

先ほどの 「琵琶灌頂」では、 「大 日如来」その ものに同体す るのではなく、大

日の教 えが琵琶灌頂の教えを伝える最高尊格 として位置づ けられていた。 これ

に対 し、本 「和歌灌頂」では、「大 日如来」が 「人丸」や 「歌」その ものと同体

とすることによって、一つの本尊 として認識 されていることがわかる。

また、同書では、和歌における密教の意義を、「あな事 も疎かやな。真言教の

秘肝を抜き出して、和歌 を建立す るとかや。(中 略)本 来具足の歌道、三曲の徳

なれば、蓮の内に鎮かに遊び、三世常住 の歌、菩薩の垂迹、今の人丸なり、然

れば、仏法は遙にあ らず、心 中に して、即ち近 し」と説明 してい る。すなわち、

「菩薩」が 「垂迹」 し 「人丸」 となったのであり、仏法な くして和歌は成 り立

たない、 としている。

この 「和歌灌頂」では、「大 日如来」と和歌神である 「人丸」を同体 とする説

によって、「大 日如来」が 「歌」の世界に不可欠なもの として登場 していること

がわかる。 このよ うに、諸芸や諸道の灌頂においても、 「大 日如来」の存在は、

世界の根源 を掌握する至高尊 として存在 していた。 このような形で形成 された

密教は、 「日本紀」の原型をもはや保持 しない、中世になって新たに作 られた 「中

世神話」 といえるであろう。

小川豊生氏は、この 『日本古典偽書叢刊』の解説のなかで、 「『血脈』や 『灌

頂』 とい う宗教的 ・文化的システムが、当時の人々の書物に対する観念の根本

を左右 していた ことに、わたしたちは充分注意をそそがなければならないだろ

う」(p.294)と して、従来、軽視或いは排 除されてきた仮託書や、偽書とされ

てきた書に対する再検討を提唱 されている31。 これ らの書物群に対する再検討

とは、つま り、 「中世 日本紀」や 「中世神話」の存在が社会的にどのような意味

を持 ち機能 したのか、とい う点を明 らかにすることでもある と考えられ る。

『和歌古今灌頂巻』のように、次第 に口伝がつけられ、口伝 に解説が加わ り、

解説が更 に新 しい世界を創出するのは、秘伝に深みや複雑 さが加わった伝承の

歴史そのものを示 しているのではないか。 また、このような仮託書や偽書 とい

31小 川豊生 「偽書 の想像 カー 『伊勢物 語髄脳』をめ ぐって」(『 日本古典偽書叢 刊』第一巻、

現代思潮 新社、2005)
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う範疇に入る書物群のみな らず、実際に天皇が伝授 された 「琵琶灌頂」の記録

にも、「大 日如来」の教えに基づ くとされる 「灌頂」が登場 している。このこと

か ら、密教によって裏付 けられた 「芸」や 「道」の伝承は、実際に伝承 されて

いたものであることがわかる32。ま た、「即位灌頂」、「琵琶灌頂」、「和歌灌頂」

それぞれに、「大 日如来」が登場 している点は、密教の中世的価値についても再

検討する必要性があることを示唆 している。

天皇によって行われた 「即位灌頂」や 「琵琶灌頂」には、職位や技術 の継承

や伝承 とその起源 を伝授者の現在につなげ る役割があった と考え られる。 「灌

頂」 とは、いわば、過去と現在をつなげる特別な時間と空間を創出するもので

あったのである。そして、それは、灌頂 として他 に秘す存在でありなが ら、血

脈によって公 にされ る存在でもあった。また、 これ らは、密教を基盤 とす る世

界観 にもとつ くが、その宗教性は、一つ或いは特定の宗派的な枠に収まるもの

ではな く、む しろ、灌頂における密教 とは、継承や伝承における奥義 としての

神話 を形成す る基盤 として機能 していた と考 えられる。

第4章 公家と寺家の神話

諸芸や諸道を公に秘す とい う灌頂儀礼が成立 したのは、単に教 えを秘す とい

う行為に とどま らず、公に認知 された秘伝 とい う点で、他者や他流派に対す る

効果的な権威 の顕示を可能 とした。そ して、このよ うな仕組みがある秘儀伝授

の背景には、神話が存在 していた。すなわち、灌頂によって 「道 をきはむる」

行為 とは、「道」そのものの上達に関する教 えとい うより、む しろ、 「道」の存

在基盤や理念 としての神話的世界を獲得するためであった といえる。灌頂 とい

う儀礼を通 して師資相承 された和歌や管絃は、公家社会で権威的な存在 となっ

たと考え られる。

また、『七十一人職人歌合』序文では、公家が 「道々の輩」を一括 して神話的

に掌握 していた。 この 厂道々の輩」とは、公家の価値観 に位置づ けられた 「道

々の輩」であり、実際の 「道々の輩」ではなかった。 しか し、実際に 「職人歌

合」として詠 じられ ることにより、 「道々の輩」は、公家の詠歌の対象 とい うも

う一つの存在意義 を持つ ことになったのである。

実際の社会にお ける 「道々の輩」とは、「土地の支配体系か ら原則的に排除さ

れてお り、そのため生計を財貨の生産でない仕事、 しかも、卑賤視 され る仕事

32お そ らく、偽 書 と して認 識 されてい るのは、灌頂 と標 榜 しなが ら実際 に灌頂儀i礼に用い られ

なかった ことが考 えられ る。 もちろん、 口伝的 な形 式を作為的 に作 り出 し、 「灌頂」 と称 し

た書 もあると考 え られ る。 しか し、 「大 日如来」 が登場す る 「灌頂」 に関 しては、琵琶灌頂

のよ うに実際 に灌 頂の秘伝 として存在 していた こ とか ら、 「荒唐無稽 」な どの表現に見 る内

容 的な側面か らでは、一概 に偽書 として判定で きない と考 え られ る。

191



松本 郁代

に頼 らざるをえず、そこで当然 「芸能」による生き方を求めることになった。

っま り社会の基本的生産手段 と結合 しないで 「芸」と 「能」 とを発揮できるよ

うな仕事、すなわち、掃除 ・土工 ・汚物処理 ・屠殺な どか、または雑芸や呪術

の類 に、生活の資を求めることになった。非人身分は、だから階級関係 をその

成立の直接の契機 としないだけでな く、(と いっても、結果 としては若干の階級

に属 しまたは新たに形成す ることになるわけであるが)、特定の社会的分業を色

濃 く表現す るものになったのである」(黒 田俊雄、p221-222)と して、 「道々の

輩」による特殊な技能を社会的 ・国家的文脈の中で解釈 し、彼 らの一部は 「非

人」身分に位置するものとされてい る。いわば、「職人歌合」に登場する 「道々

の輩」とは、実在はす るが別の価値観 によって仮構 され、「歌合」の場で作 り上

げられ る特殊な人々であったといえる。

このような中世における 「道々の輩」 とともに、特定な空間において、実際

とは別の価値観 を与えられる存在 として挙げられ るのが 「天皇」である。その

空間 とは、即位儀礼の場 における 「即位灌頂」であり、寺家が伝承 していた即

位法を基盤 とする価値観 によって、天皇の起源や意義が創 出された。 この、寺

家 による価値観 によって 「天皇」の即位 が演出され る構造は、 「道々の輩」を公

家の価値観 によって歌に詠み、 「職人歌合」として演出す る行為 と同じであると

考えられ る。かかる世界における 「天皇」 と 「道々の輩」は、寺家や公家の価

値観によって解釈 された存在であった。その背景には、密教や神話による秘説

の世界が広がっていた。

「天皇」 と 「道々の輩」は、社会的に対極的な立場におかれた人々である。

しかし、その両者が、公家や寺家 とい う、中世の代表的な権門にその起源や意

義を掌握 されていたのである。公家や寺家にとって、「天皇」は 自らの上位、 「道

々の輩」は自らの下位 にあ り、「天皇」は、神話的次元で至高の存在 として、「道

々の輩」は、『古今集』仮名序以来の神代 との連続性 のなかに位置づけられた と

いえる。 もちろん、 「職人歌合」は、即位灌頂のよ うに、「職人」のための灌頂

ではないが、歌合 とい う特別な空間のなか、 「道々の輩」を新たな世界観 に位置

づけている点では、寺家が天皇を即位法によって位置づけた灌頂儀礼 と共通す

る要素があった と考え られる。

この ように、秘儀や秘説 の伝授に共通す る儀式 としての 「灌頂」は、諸芸や

諸道、職位や身分の意義が 「日本紀」など神話を母体 とす る世界観 と、特別な

空間を演 出することで、伝授 され るものであったと考え られる。また、このよ

うな中世 における神話の機能 を社会的に捉 えた場合、これ らは、「天皇」と公家、

公家と 「道々の輩」、「天皇」と 「道々の輩」 とをつなぐ存在 として理解す るこ

とができよ う。

つまり、中世 にお ける神話 とは、公家 と寺家が、 自分たち以外の身分、すな
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わち、「天皇」や 「道々の輩」といった身分の人々を把握するための共通理念 と

して存在 し、それが 「灌頂」とい う儀礼を介 してそれ らの言説的地平が広が り、

展開したと考えられる。これ らを踏まえることにより、公家や寺家が用いた 「中

世 日本紀」や 「中世神話」などの神話的機能を社会的に捉 えることができるの

ではないか。

おわりに

中世の諸芸や諸道に伝授の方法 として用い られた灌頂か ら広がる世界は、私

たちがイメージす る以上に奥深い ものであ り、実際には、鮮明な存在理由があ

ったのではないか と考 えられる。その答を阻むものとして、偽書とい う概念や

架空性、そ して何 よりも、内容そのものの意味が、社会生活や実践的な宗教に

結びっかないとい う点が挙げ られる。また、イデオロギー的な解釈によって、

意味の方向性を与えられたことで、それ以上の意味が追究 されなくなった点 も

挙げ られよ う。

密教が 「日本紀」を解釈す る語彙であるとして説明されて以来、「中世 日本紀」

は、常に、言説の問題 として、密教 はイデオロギー的存在 として捉えられてき

た。 しか し、本稿で論 じた ように、中世における神話 の問題は、宗教イデオ ロ

ギーとしてのみな らず、背後には、神話 をベースとす ることによって獲得する

ことができる 「究極位」や 「独 占」の構造が存在 していたのである。

灌頂を共通基盤 にした秘儀伝授の世界 とは、排他的であ りながら顕示性の強

い ものであった点で、権威主義を体現化 したものである。そ して、そのよ うに

して構築された権威的な世界 は、やがて、それその ものの意味が形骸化 しても、

儀式化することで、中世的な価値観 と直結す るものであった。それは、「天皇」

の職位 も例外ではなかった。 しか し、本来、天皇家 とい う血筋によって継承 さ

れた職位が、このような 「灌頂」によって伝授 されるとい う灌頂儀礼の登場は、

た とえそれが形式的な ものであったとしても、実際に即位儀礼の際に行 われた

とい う事実は、中世的な権威主義の一つの極致を示 しているのではないか。そ

の点で、「灌頂」は、中世文化の表象面のみな らず、中世社会の深部に根ざして

展開したものであった と考えられる。そ して、それ らの担い手が、寺家や公家

な どの権門であった。彼 らの中世における神話に対す る価値観 として、その神

話 を読み解 くことにより、神話の社会的意義はよ り鮮明になると考 えられる。

この点については、別稿を期 したい。
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付記1:本 稿 は、2008年3月14・15日 、 国際 日本文化研究センターで行われ

た第9回 「世界の 日本研究」シンポジウム 「日本の仏教学者:21世 紀 の仏教学

に向けて」の席上で 「中世における天皇の即位儀i礼と歴史観一 中世神話 による

時空間の形成一」 と題 し発表 したものをもとに、会場の諸氏からご指摘いただ

いた 「中世神話」の概念の曖昧 さについて考 えるなかで成稿 した ものである。

ご指摘 くださった諸氏には心 より感謝 申し上げるとともに、いくっか新 しく問

題提起 をした点については今後も議論 を深めていきたい。また、発表の機会を

お与えくださった同研究センターのジェームス ・バスキン ド氏、イ リノイ大学

教授 ブライアン ・ルパー ト氏には記 して謝意 を表 したい。

付記2:本 研 究は、2008年 度科学研究費(若 手研究B)に よ る研究成果の一部

でもある。
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